
＜様式１０－１＞

児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書 05上京児童館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

パズちゃれ 2 39 6 45
一筆書きやナンプレ・推理パズルなど脳トレの要素を含んだパズルを楽
しむ。低学年には迷路や点つなぎにチャレンジし、長い時間座って取組
めるような工夫を促す。

参加児童同士、一定の距離を保ちながら、集中して
取り組むことができた。作品を飾ると、色塗りなど
をして丁寧に仕上げていた。

エコ工作 2 3 1 4
夏休みに牛乳パックでぶんぶんゴマをつくってあそぶ。 時間をかけてじっくり取り組むことができた。完成したあと

も何度もあそんで楽しんでいた。自宅からも空きパックを
持ってきて、再度作る子もいた。

タタタッキュー 22 7 133 139 9 13 2 25 1 329

小学生でも使用しやすい低い台を出し、計２台の卓球台を使用し、卓球
の練習やミニ試合を行う。王さんゲーム方式という児童館卓球のルール
のもと、自分たちで順番を守ったり、教え合うしかけづくりをおこなっ
ている。

自由来館での参加者が増え、毎回たくさんの
参加があった。また回を重ねるごとに技術面
での上達や子ども同士アドバイスし合う姿も
見られ、できた時は共に喜び、相手への思い
やりも学ぶことが出来た。

みんなあそび 5 178 15 193
「みんなであそび隊」のメンバーが企画した内容を学童クラブ児童と自
由来館児童と共に遊ぶ。

普段あそばない友だちや苦手なあそびにも取
り組み新たな発見やみんなであそぶことの楽
しさを身をもって体験する機会となった。集
団行動の苦手な子もいるので、そばで応援す
るのなど、無理のない範囲での参加を促し
た。

中高生よってこパーク 8 1 中高生を対象にした集いの場。
参加は少なかったが中高生の利用はあるの
で、声掛けをしてもっと周知していきたい。

七夕かざりをつくろう 7 19 8 69 2 7 18 123
笹飾りへ向け、かざりを制作する。従来は老センのお年寄りと一緒に制
作するが、感染拡大防止のため各々で取り組む。

みんなすすんで飾りを作り、それぞれの願い
を込めた短冊も書き、季節行事を楽しめた。

くろねこをさがせ 5 2 229 13 244 館内に隠れたくろねこをすべて探すハロウィン企画。何匹いたかを最終
日に発表する。

気軽に楽しく参加することが出来ていた。毎日くろ
ねこが異動するので、子どもたちも毎回楽しみにし
ていた。

バースデーフォト 1 2 11 9 5 1 7 35
児童館の誕生月に館庭を飾り付け、記念撮影をできるようにフォトス
ポットも準備。

飾りは、子どもたちや保護者の方にも手伝っ
てもらったり、幼児クラブでも作成したり、
みんなでお祝いすることができた。

ドッジ練習 15 6 262 12 280
ブロックのドッジボールフェスティバルに向けて、ルールの徹底や技術
の向上をねらう。

何度も練習を重ね、スポーツの規範や仲間と
協力することの大切さを学べた。

大そうじ 1 3 37 2 7 49
自由来館児童にも呼びかけ、グループごとに掃除する担当をわけて児童
館を大そうじする。

自分たちで児童館をきれいにすることで、お
もちゃやものを大切に丁寧に使おうという意
識が持てたと思う。

がんばったでショー 1 1 35 2 3 41 1年間でがんばったことをみんなの前で発表する。

おりがみやなわとび、マジックなど色々な頑
張りを発表してくれた。またみんなに拍手を
もらうことで、自信になったようでたくさん
の立候補者出てきた。

チャレンジクラブ 30 1 4 482 35 1 523 毎月いろいろなあそびにチャレンジするクラブ。
いろいろなあそびや工作にチャレンジするこ
とであそびの幅が広がり、普段の遊びにも取
り入れていた。

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。
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＜様式１０－２＞

（　　令和4　　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　05　上京　　）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

☆の日 53 90 101 191

わいわいひろば 36 139 119 258

ははおやクラブ 8

ポンポコリン 36 168 163 1 2 334

幼児クラブマールクラス 30 179 119 298

幼児クラブジュディクラス 30 142 125 267

わいわいまぁる 5 13 12 25

プレ幼児クラブ 5 41 42 83

ハンドメイドタイム 18

児童館にて直接受理 1 健全育成問題 児童相談所
児童相談所 家庭養育問題 1 保健所
保健所 成長･発達問題 子ども支援センター

(3)子育て家庭相談・援助 1 子ども支援センター 教育問題 幼稚園･保育園
   活動 主任児童委員 非行･問題行動 小学校

その他 その他 中学校
総合支援学校

高校生 その他

(4)子育てグループを育成
   ・支援する活動

(5)子育てと健全育成に関
   する啓発活動

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

グループ名 構成人数

小４～６年（自由来館）

221

エコ活動の１つとして、毎月１週間程度（16日を含む週）館内に「回収ボックスを置き、リサイクル品を
回収する。京都市環境政策局　北部まち美化事務所・上京エコまちステーションの活動に協力している。

育成・支援内容

0 10 2

成　果　と　課　題

件数

成果と課題

つないだ機関等

0
－

児童館での子育て活動の啓発
「京都市家庭ごみ有料指定袋無料引換券」とごみ袋を引き換えに来られた保護者に児童館を広報するチラ
シ等(「じどうかんだより」や行事のチラシなど)を配布することで「児童館・子育てほっと広場」や学童
クラブ事業などについて広く周知し、児童館の利用促進につなげる。

ごみ袋を引き換えに児童館に来られたことがきっかけになり
利用につながるよう今後も、「また遊びに行きたいな」と
思ってもらえるような対応を継続することが必要。

リサイクル回収週間 71
普段児童館を利用されておられない地域の方もおたよりを見
て児童館に足を運んでくださっている。
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毎月曜日乳幼児親子対象の自由あそびのひろば。手あそびと
読み聞かせ、カード返しを最後におこなう。

自由あそびだけでなく、設定あそびも
入れることで毎週楽しみに通ってくれ
る親子もいた。

子が就園したお母さんたちが集まり、ハンドメイドや児童館
の飾りなどを制作している。

コロナ以降活動自粛されている。

0歳児親子対象の随時入会登録制クラブ。自由あそびの他、
ふれあいあそびや手形足形取、お話サイコロなどの設定を入
れる。

参加者はゆったり話をしながら過ごす
ことができた。毎月の手形足型取も成
長記録として喜ばれた。

活動を通して子どもたち同士の関りも
増え、保護者も温かく見守ってられ
た。また少人数のクラス制だったので
自然と輪ができていた。

１歳児親子対象の登録制クラブ。毎火木曜日。職員やお友達
と工作や運動あそびを楽しむ。

乳幼児親子対象の自由あそびのひろば。6月から毎月曜日に
変更する。

参加していただいていた親子さんの
マールクラスへの移行にもつながっ
た。

幼児クラブ体験の日として設定。クラブと同じよう体操から
その日の設定あそびを行う。

たくさんの参加があり、児童館初めて
の方もクラブ登録に繋がった。

保護者のリフレッシュを目的にお互いに子どもたちの遊びを
見守りながら手芸などのハンドメイドを楽しむ。

コロナ以降利用がほとんどなくなって
いる現状だが、コロナも落ち着き、問
い合わせも出てきているので内容を再
度検討していきたい。

成　果　と　課　題小４～６年 内　　　　　　　　　　　　　　　容

取組のない日に、乳幼児があそびやすい時間として設定し遊戯室を開放する。時間や天候に関係なく遊びに来れるの
で好評。



＜様式１０－３＞

（　　令和4　　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　05　上京　　　）児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

仁和わくわくサロン 3 11 2 4 1 18 36

今年度から土曜開催となり参加で
きる回数が減ってしまったが、地
域の関係団体との連携が深まり、
また乳幼児親子さんと職員とをつ
なぐ場ともなっているので、今後
も続けていきたい。

ファミサポ登録会 3 6 15 21
2月積雪のため中止。地域リーダー
さんの話によって活動についてよ
り深い学びとなった。

ST事業あおぞら上京じどうかん 12 40 54 255 7 29 46 431

月1回、縁日やハロウィンなど地域
の子どもや大人がつどい楽しめる
内容を企画し実施。コロナ禍でも
申込・定員を設け、たくさんの笑
顔があふれる場となった。

ST事業研修会「猿まわし公演」 1 9 6 7 2 1 1 31 57

地域の関係団体や子どもたちが一
緒に笑い楽しんだ時間となった。
子どもたちにとっても大人の方が
楽しんでいる姿をみて改めてこの
地域の温かさを感じることができ
た。

中高生と赤ちゃん事業「洛星中高」 1

コロナ禍のため講義のみの実施と
なったが、事前準備や連絡等を通
じて連携を取ることができた。

三施設合同避難訓練 1
新型コロナ感染拡大防止のため
中止

ほっこりニコニコとーきんぐ 1 4 14 18

2年ぶりの開催。乳幼児親子の参加
は少なかったが、参加された保護
者は子育てに関する悩みを共感す
ることができた。

フードドライブ 6 3 4 7
おたよりを見て持ってきてくださ
る方もいて児童館のことを知って
もらえる機会ともなった。

北上中京区児童館学童保育所まつり 1 5 10 1 16
リモート開催という初めての試み
だったが、久々に他児童館との交
流もでき良かった。

近畿看護専門学校地域
フィールドワーク受け入れ

1 7 7 14
学生と乳幼児親子が工作をしなが
ら交流することができた。

ドッジボールフェスティバル 1 4 26 2 1 33

グループに分かれての開催となっ
たが、他児童館の子たちとドッジ
ボールを通して交流を楽しんでい
た。

上京のこどもまつり 1
上京区内の関係機関・団体との連
携が深まった。

翔鸞上京児童館運営協議協力会 様式10-4に記載

仁和上京児童館運営協力会 様式10-4に記載

中高生 大学生 大　人 合　計

1 1

翔鸞住民福祉協議会
仁和福祉団体連合会
仁和学区社会福祉協議会
仁和子育て部会
翔鸞自治連合会
翔鸞民生委員児童委員協議会
仁和民生委員児童委員協議会
上京少年補導委員会翔鸞支部
仁和老人クラブ
翔鸞老人クラブ
翔鸞小学校
仁和小学校
衣笠小学校
大将軍小学校
衣笠中学校
北野保育園

翔鸞幼稚園

おひさまルーム

ｳﾞｨｱﾄｰﾙ学園洛星中学校高等学校

上京子どもはぐくみ室

北区子どもはぐくみ室

上京消防署北野出張所

上京警察署

北野天満

上京区社協・上京老人福祉セン
ター・上京老人デイサービスセン
ター・仁和老人デイサービスセン
ター・仁和地域包括支援センター・
出水老人デイサービスセンター・出
水ケアプランセンター

仁和子育て支援部会

京都市ファミリー
サポートセンター

上京支部

翔鸞子育て支援ステー
ションネットワーク

翔鸞子育て支援ステー
ションネットワーク

洛星中学高等学校・たか
つかさ児童館・上京児童
館

上京老人DS・老人福祉ｾﾝ
ﾀｰ・児童館

上京「はぐくみ」ネット
ワーク実行委員会

京都市児童館学童連盟

第１ブロック児童館・学
童保育所

様式10-4に記載

様式10-4に記載

介助ボランティア・あそびのボランティア募集
京都市福祉ボランティアセンター発行の「ボランティアーズ京都」の活用、大学
にもチラシを貼らせてもらったりと、積極的に広報先を広げる必要がある。

第１ブロック児童館・学
童保育所

上京のこどもまつり
実行委員会

翔鸞上京児童館運営協議協力会

仁和上京児童館運営協力会

137

活　　動　　人　　数
成　　　果　　　と　　　課　　　題活　　動　　内　　容

63371合　　　　計

翔鸞地域子育てステー
ションネットワーク委
員会、上京老人福祉セ
ンター、上京老人デイ
サービスセンター

洛星中学高等学校、
たかつかさ児童館

上京消防署

上京区「はぐくみ」
ネットワーク実行委員
会、民生児童委員

京都市児童館学童連盟

第１ブロック児童館・
学童保育所

近畿看護専門学校

第１ブロック児童館・
学童保育所

様式10-4に記載

(3)地域との連携を
　促進する活動

活　　動　　名 実施回数

地域回覧や施設のおまつりなどのチラシ配布・お手伝い、学区民運動会や総会への参加など

成　　　果　　　と　　　課　　　題

0

主　　催

合　計

成果と課題
合　計

10

連携団体
中高生

1

参　加　人　数

大人

－

小１～３年

仁和子育て支援部
会、仁和老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞ

ｽｾﾝﾀｰ

上京老人福祉センター
翔鸞上京児童館運営協
議協力会

地域回覧の配布を始め、団体主催の事業に参加することで様々な場面で連携を深める
ことができた。

行事への参加や赤ちゃん事業でのお手伝い・児童館運営協議協力会への参加など

行事への参加や赤ちゃん事業でのお手伝い・児童館運営協議協力会への参加など
コロナ禍でお願いする機会が減ったが、今後も良好な関係を継続していきたい。

おたより配布・児童館運営協議協力会への参加など 住民への児童館及び学童クラブの理解をより深めていくことが課題
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乳幼児

基
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110

302

(2)ボランティア
　　活動の推進

32

(1)地域住民との交
　流を促進する活
動

地域回覧やチラシ配布・児童館運営協議協力会への参加など

地域回覧や施設のおまつりなどのチラシ配布・お手伝い・児童館運営協力会への参加など
ふれあい昼食会、仁和成人式、仁和敬老会，仁和まつり、学区民運動会への参加

地域回覧やチラシ配布・仁和わくわくサロンでの連携・児童館運営協力会への参加など

80 32

お便りを全校児童配布

お便りを配布

お便りを配布

学童クラブ登録児童・自由来館児童の情報交換、学校行事への参加・協力等を積極的に
行い、より連携を深めていきたい。

おたより配布、他 住民への児童館及び学童クラブの理解をより深めていくことが課題
おたより配布、ステーション事業への協力他 住民への児童館及び学童クラブの理解をより深めていくことが課題。
お便りを全校児童配布・児童館運営協議協力会への参加など

おたより交換。 おたより交換に加えて、利用状況など情報交換なども行っていきたい。

お便り配布。中高生と赤ちゃんとの交流事業では事前会議を持ち共催事業として行っている。 赤ちゃん事業を授業の一環として行う。七夕の笹を頂いたりと、赤ちゃん事業以外の場
面でも連携を図っている。

お便り交換、イベントのチラシ設置。乳幼児保護者への育児支援や情報交換。
お便り配布だけではなく、別事業での連携などを積極的に行えた。はぐくみ室主催の研
修に参加ができ、連携を深めることができた。今後も連携をより強化していくことが必
要となる。

ステーション事業への参画

お便り配布、ステーション事業への参画

おたより配布、ステーション事業への参画
幼稚園で地域住民対象に行っている花の苗屋さんに参加させていただいた。

児童館及び学童クラブの理解をより深めていくことが課題。

児童館及び学童クラブの理解をより深めていくことが課題

学童クラブの交通安全教室。七夕の笹寄贈や見学。夏休みの交通安全指導など。 地域の子どもたちの安全を守るために、より連携を深めていきたい

北野天満

上京区社協・上京老人福祉センター・上京老人デイサービスセンター・仁和老人デイサービスセン
ター・仁和地域包括支援センター・出水老人デイサービスセンター・出水ケアプランセンター

社協事業所として協働することで職員同士のつながりやお互いの事業所への興味も広が
り、自身の仕事への見方も変わり幅も広がった。ただ本来の事業とは違うので他の職員
にこの事業の目的など共有させることが難しい。

お便りやイベントのチラシ設置 お便り配布だけでなく情報交換を行う。

七夕の笹寄贈や見学。避難訓練、防災訓練等で消防等に関する講話。 避難訓練・防災訓練等、積極的に連携を深めていきたい。
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コロナ禍のため書面でのやり取りが主となっ
たが、今後も連携を深め、情報交換の場とし
て継続していきたい

コロナ禍のため書面でのやり取りが主となっ
たが、今後も連携を深め、情報交換の場とし
て継続していきたい

(4)児童館を支える地域
   組織作り

仁和敬老会
中止

実行委員会に参画。まつり当日
は室町児童館・西陣児童館と共
にあそびコーナーを展開し、児
童館の周知及び地域住民との交
流を図る。当日はたくさんの参
加があり、楽しみにされている
まつりであることを改めて感じ
た。

中止

実行委員会に参画。地域の関係
機関・団体と共に、「はぐく
み」活動の周知及び啓発等を図
る。

ステーション事業を行えたこと
で、地域内の子育て支援施設と
の連携が深まった。

(6)地域調査活動

成果と課題

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

構成団体・個人 会議／取組頻度 議題／取組内容 成果と課題

成果と課題

調査目的

提供先（団体・機関等）使　用　目　的

調査主体 調査方法

基
　
本
　
活
　
動

翔鸞上京児童館運営協議協力会

仁和上京児童館運営協力会

仁和学区成人式

推
　
進
　
活
　
動

組織名称

会場提供・備品貸出等

調査名 調査対象

仁和子育て部会総会

翔鸞幼稚園苗屋さん事業出席
翔鸞自治連合会総会

仁和老人クラブ総会出席

仁和会食会

翔鸞ふれあいまつり実行委員会

上京の子どもまつり実行委員会

上京区‘ぎゅうっと’広場運営委員会（ドリームチルドレン）

上京区「はぐくみ」ネットワーク実行委員会

翔鸞住民福祉協議会、翔鸞民生委員児童委員
協議会、上京少年補導委員会翔鸞支部、翔鸞
小学校

翔鸞小学校、住民福祉協議会、自治連合会、小学校
PTA,民生児童委員会、少年補導委員会、教育講演会、
老人クラブ、体育振興会、消防分団、自主防災会、老
人福祉員、翔鸞幼稚園、衣笠中学校、おやじの会、児
童公園愛護委員会、保健協議会、身障会、保護司会、
ふれあい活動推進事業委員会

３回
児童館利用者アンケートを元に認知の低い設
問に関してご意見をいただいたり、児童館運
営がよりよく活動できるよう助言いただく

仁和福祉団体連合会、仁和民生児童委員部
会、仁和子育て支援部会、上京区地域交通安
全活動推進委員

１回

児童館利用者アンケートを元に認知の低い設
問に関してご意見をいただいたり、児童館運
営がよりよく活動できるよう助言いただく

実行委員会への参加及びまつりコーナー
参加

上京民生児童委員会、上京保健協議会連合会、上京区
社会福祉協議会、上京少年補導委員会、上京区保育園
長会、私立幼稚園、上京地区園長会、公立幼稚園長
会、小学校長会上京支部、中学校長会北・上京支部、
上京東部医師会、西陣医師会、上京歯科医師会、上京
母子寡婦福祉会、上京警察署、上京区老人クラブ連合
会、小学校PTA連絡協議会上京支部、中学校PTA連絡協
議会北・上京支部、京都手をつなぐ育成会上京支部、
上京区内特定郵便局、(社)京都市児童館学童連盟、京
都市児童福祉センター、上京まち美化事務所、上京消
防署、上京保健所、上京福祉事務所

4回

実行委員会への参加及びまつり
コーナー参加

(5)地域への施設提供

上京区役所、上京子どもはぐくみ室、上京民生児童委
員会、児童母子部会、市立幼稚園上京地区園長会、公
立幼稚園、鶴山保育所、上京区社会福祉協議会、室町
児童館、西陣児童館、上京児童館

上京区の乳幼児親子対象に各種団
体が企画し事業を行う

西陣体育振興会、京都市地域女性連合会、上京更生保
護女性会、京都市PTA連絡協議会、上京区交通安全会連
合会、京都市ｽﾎﾟｰﾂ少年団、日本ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ京都連盟、京
都府ﾓﾗﾛｼﾞｰ協議会、京都市幼稚園PTA協議会、京都市少
年補導委員会 上京少年補導委員会、上京保護司会、室
町児童館、芝生ｽｸｰﾙ京都、西陣児童館、上京区役所子
どもはぐくみ室、京都市地域づくり推進課

７回

実行委員会への参加及び『ほっこ
りニコニコと～きんぐ』等の行事
企画・運営協力

印刷機 おたより印刷
上京老人福祉センター

翔鸞老人クラブ
地域の方に児童館を知っていただくことにつながっている

翔鸞地域子育て支援ステーションネットワーク 翔鸞民生委員児童委員協議会、北野保育園 ７回
ステーション事業の検討、運営。
地域課題への話し合い。

館内の防犯や衛生面、職員の対応についてなど、積極的
な意見もあり、今後の施設運営についての改善すべき点
がよくわかった。

児童館利用者アンケート

利用者の意見を聞き、より利
用しやすい児童館の運営や活
動に生かす。 児童館利用者 京都市社会福祉協議会 配布、後日記入・回収
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①市社協・第１ブロックの児童館 ①配布・館内受付に設置 児童館事業の紹介
②仁和・翔鸞学区 ②町内回覧 行事の案内
③仁和・翔鸞・衣笠・大将軍小学校 ③各クラス掲示・ポスター掲示 行事参加募集
④上京・北区子どもはぐくみ室

⑤仁和・翔鸞民生児童委員

⑥仁和・翔鸞老人クラブ

⑦仁和・翔鸞地域役員
⑧仁和・翔鸞小学校全教諭
⑨乳幼児・学童クラブ保護者

じどうかんだより（小学生版） 月１ 仁和・翔鸞小学校全校児童 小学校にて配布 行事の案内
申込制の行事が増えたので、参加申込書をつける。両校
からの参加もあり、一般利用につながっている。

各行事のチラシ・ポスター 適宜 仁和・翔鸞学区、児童館利用者
おたよりと一緒に回覧
館内受付に設置 各種行事や子育て講演会などの案内

カラーのポスターやチラシを置くことで、行事に興味を
持ち参加が増えた。

児童館紹介 おまつり等行事参加者 各コーナー設置 児童館の紹介 コーナーに設置するだけでは手にとって頂くことが難しい。

介助ボランティア募集 適宜 一般市民 配布 介助ボランティアの紹介・募集
京都市福祉ボランティアセンター発行の「ボランティ
アーズ京都」に掲載されているボランティア募集の記事
を見て電話をされる方がいた。

ＨＰ 月１ 一般市民 インターネット 行事各種の案
市民の方には手軽に情報収集でき、毎月の行事チェック
をされている。

リーフレット 適宜 利用者 各説明時に配布 児童館の紹介
児童館紹介を分かりやすく説明している。地域の方や初
めて利用する方に配り、活用している。

児童館掲示板 適宜 一般市民 掲示 児童館の紹介、行事各種の案内掲示
児童館利用者だけでなく、老人福祉センターの利用者な
どの一般の方も足を止め見てくださっている。

成果と課題

広
　
　
　
　
　
　
報
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容

じどうかんだより 月１

地域住民の方に児童館を知っていただく機会となってい
る。回覧や配布をお願いすることで繋がりもできてい
る。
行事の写真や振り返りを紙面に入れていくことができた
ので、地域への報告もでき、次回行事への参加にもつな
がった。

④～⑨配布


